






—The Later “Cantos” of Ezra Pound—
Yorio HIRANO
Ⅰ．ピサの課題
　ピサの米軍軍規律訓練所で書かれた『ピサ詩篇』（The Pisan Cantos LXXIV-LXXXIV, 
1948）は，パウンドの魂の暗い夜が明けたことに感謝して，次のように閉じられていた。
If the hoar frost grip thy tent 霜が白くテントに凍りつく日には





だ」（out of all this beauty something must come, Canto 84/539）──を明確化し地上に定着さ
せることによって，地上の自らの肉体を天上へ押し上げることであった。それが後続する
『鑿岩機詩篇』（Section: Rock-Drill De Los Cantares LXXXV-XCV, 1955）と『玉座詩篇』（Thrones 
de los Cantares XCVI-CIX, 1959）に課せられた使命に他ならない。そして，その行為全体

























トスの『アポロニウス伝』（Philostratus, The Life of Appollonius of Tyana），ジョン・ヘイド
ンの『聖なる導き』（John Heydon, The Holy Guide, 1662），コンスタンス・ヘッドの『ユス
ティニアヌス皇帝伝』（Constance Head, Justinian II of Byzantium, 1972），康熙帝の『聖諭廣
訓』（1724），ジョウゼフ・ロックの『中国南西古代 Na-khi国』（Joseph Rock, The Ancient 
Na-khi Kingdom of Southwest China, 1947）における 王の心得と葬送儀式，聖アンセルム
（1033–1109）の『独語』（Monologium）と『対語』（Proslogium），マグナ・カルタ成立を促
したエドワード・コーク卿の『英国法論』（Second Institutes of the Laws of England, 1797），
アレン・アプワードの『聖なる神秘』（The Divine Mystery, 1910），それに管子の経済政策



























“A man’s paradise is his good nature” エジプトの象形文字が言う，「天国の基礎は善性」
　　　　　　　　　　　　　　　　sd/ Kati.　エジプト王。〈天国の設計図〉
　　　　　　　　　　　　　　　　（623）
　the mist domed over Gardasee ガルダ湖　　●このあたり見ようによっては
　　　　the east lobe bluer from sulphur 　　　　　　天国的光景
　　　　　　　 dove siede Peschiera It. “where Peschiera sits”「地獄篇」XX, 70
　no such blue north of Sorrento ナポリ湾を見下ろすロマンティックな都市
　　　　Cortesia, onestade It. “Courtesy, honesty”
　　　　　　　 out of the Ureus エジプトの神や王の頭部飾りとなる聖蛇のエンプレム
　Nine knowledges about 〈天国の設計図〉 The 9 heavens turn around a center that
chih3 is at rest—the still point of the turning world or the center
　　　　　　　　　　　　止 chih of the multifoliate rose.
　Avicenna and Algazel 共にアラビアの哲学者
　The 8th being natural science, 9th moral
　8th the concrete, 9th the agenda,
　Agassiz with the fi xed stars, Kung to the crystalline,　学者 Agassizはパウンドの英雄の一人
　To Queen Nephertari this incense 天国の第 8圏に。孔子は水晶でできた至高天に。
　　To Isis this incense Nephertariはラムセス II世の妃。香は物質的なも
　　　　　　　　　　　　　　  （625） のを精神的なものに変えると信じられていた。
“compagnevole animale”
It. “social animal”『饗宴』IV, 4で「人間は社会的
動物だ」とダンテは言う。
　　　　or “Perché” said the Boss 　　  ボスはムッソリーニ
“vuol mettere le sue idee in ordine?” It. “Why do you wish to put your ideas in order?”
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　　　　 “Pel mio poema.” It. “For my poem.”パウンドはこうM.に答えた。
　　　　　　　　　　　　　　 （626） ●詩作も天国の秩序を映す行為か？
　　Alessandro & Saladin & Galasso di Montefeltro　アレクサンダー大王その他が言う
　and mentions distributive justice, Dante does, in Convivo　「正しい分配」は大切。
　　　　　　　　　Four, eleven　　　　　『玉座詩篇』とも関連する。〈天国の設計図〉
“cui adorna esta bontade”.　　　（627）　　It. “which this goodness adorns”『饗宴』III, 121
　The autumn leaves blow from my hand,　　 ●このこともなげな美しさは天国的
　　　　　agitante calescemus…　　　　　L. “When he [the god in us] stirs we are set on fi re”
　　　　　and the wind cools toward autumn.　　　 オウィディウス『暦』I, 5より。
　Lux in diafana, L. “Light” It. “in transparency”●美は凝縮
　　　　　　　   Creatrix, L. “Mother”　　　　　して祈りに変わる
　　　　　　　　　　　   oro. L. “I pray”
　Ursula benedetta, It. “Blessed Ursula” St. Ursulaのこと
　　　　　　　　　oro
　By the hours of passion,
　　　　　　　　　　　per dilettevole ore,　　It. “through beloved hours.”
　　　　　　　　　　　guide your successor,
　Ysolt, Ydone,　　　　　　　　　　　Ysoltは Tristanの不在を悲しむ Isoldeのこと。
　　　　　　  have compassion,　　　　Ydoneは中世ロマンス Amadis and Ydoineより。
　Picarda,　　　　　　　　　 Piccarda Donati「天国篇」III, 49: 誓願を破り還俗したので月天に。
　　　　  compassion　　　　　　　　　　　　　〈同情は天国の設計に関係するか？〉
　By the wing’d head,
　　　　　　by the caduceus,
　　　　　　　　　　　　　compassion;
　By the horns of Isis-Luna,　　　　　　　　　　　イシスと月の女神を合体させたもの
　　　　　　　　　　　　　compassion.
　The black panther lies under his rose-tree.　　 ●猫は常に天国を思わせる
　J’ai eu pitié des autres.　　　　　　　　　　F. “I have had compassion for others.
　　　　　　Pas asssez! Pas assez!　　　　Not enough! Not enough!”〈同情の主題『ピサ詩篇』
　For me nothing.　But that the child　　　　　 パウンドの娘Mary 以来の繰り返し〉
　　　walk in peace in her basilica,　　　　　　●天国の光の出現
　The light there almost solid.　　　　　　  Divinity manifested in natural intelligence…fl owing.



































































































　　　　　　　　  　　　　Such light is in sea-caves　●天国的光景
　e la bella Ciprigna It. “and the beautiful Cyprian.” Venusが
　　　　  where copper throws back the fl ame 海底の洞窟と結び付られている。
　from pinned eyes, the fl ames rise to fade
　　　　　　　　　　　　in green air.
　A foot-print? alcun vestigio? It. “some trace.”
　　　　thus was it for 5 thousand years
　　　　
thus saith (Kati).
　and as for the trigger-happy mind ★真実の顕現：迅速に動く精神の可能性
　　　　　　amid stars
　　　　　　amid dangers; abysses
　going six ways a Sunday,
　　　　　　　　　　　how shall philologers?
　A butcher’s block for biographers,
　　　　　　quidity!　　　　　　　★真実の顕現：「本質」などというものがあるのかという嘲笑。
　　　　　　　　　Have they heard of it?
“Oh you,” as Dante says　　　　　　　　　これにダンテが答えるという格好になっている。
　　　　　　“in the dinghy astern there”「天国篇」II, 1のパウンド訳。★真実の顕現：導きの主題
　There must be incognita　　　　　　　　L. “unknown things.”
　　　　　　and in sea-caves　　　　　　    ●天国的風景
　　　　　　un lume pien’ di spiriti　　　　It. “a light fi lled with spirits.” Cavalcanti’s Ballata Vより。
　　　　　　　　and of memories,
　Shall two know the same in their knowing?
　　　　　You who dare Persephone’s threshold, ウェルギリウスがダンテを導く冥府を指す。
　　　　　Beloved, do not fall apart in my hands.　★真実の顕現：導きの主題
　E “chi crescerà” they would be individuals.　　  It. “And ‘who will increase’”このあたりの
　　　　　Swedenborg said “of societies”　　　 変幻自在なトーンは魅力的。既出の詩句へ
　　　　　　　　　　　　　by attraction.　　  それとなく戻ってみたり，荒い調子を取り
“Blind eyes and shadows”　　（631） 　　　　  入れたりなどして，自在である。
　　　　　　to enter the presence at sunrise
　　　　　　up out of hell, from the labyrinth　★真実の顕現：
　　　　　　　　the path wide as a hair　　　　天国へ至る橋は髪の毛の広さだという
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　& as to mental velocities: 神性は精神が働く速度に現れる。
　　　　Yeats on Ian Hamilton: “So stupid he ハミルトンは英国陸軍で軍務に
　couldn’t think unless there were a cannonade going on.” ついたアイルランド人将校。
　　　　　　The duration
　　　　　　in re/ mental velocity
　as to antennae　　　★真実の顕現：周囲の世界に対する感受性。魂の中に肉体があるのであって，
　as to malevolence.　　　　　　　肉体の中に魂があるのではない。悪意は本物の力として働く。
　　　　　　Six ways to once
　　　　　　of a Sunday. Velocity.
　Without guides, having nothing but courage　★真実の顕現：世界の本質について手引きと
　Shall audacity last into fortitude?　　　　　　　　　　　なるものはない。
　　　　　You are tender as a marshmallow, my Love,　　　  ●天国的状態
　　　　　I cannot use you as a fulcrum.
　　　　　　　You have stirred my mind out of dust.
　Flora Castalia, your petals drift thru the air, ●天国的光景： 転調の見事さに注意！
　the wind is 1/2 lighted with pollen 人間の愛の主題が苦もなく自然の運行と
　　　　　　　　　　　　　　　diafana, 結び付けられる。次元の異なるものの
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と言っているのだから。手段を選ぶ














































　Our science is from the watching of shadows; （543）　　科学は影の観察から始まった
　That you lean ’gainst the tree of heaven,　　おまえは天国の樹に寄りかかる
　　　　　　　　and know Ygdrasail （545）　　　　　　　そしてイグドラシルを知る
　　　　　　　　　Heaven’s process is quite coherent　　天国のプロセスは首尾一貫し
　and its main points perfectly clear.　　　　　　　その主要な点は完全に顕かである
　　　　　　　　　 顯　　   hsien. （552）　　　　　顯　　フシェン









Lost the feel of the people　　靈　　　（560）　民の感情を失った　　靈
　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　人　　　　　　　　　　　　　　　　　人
　　　It may depend on one man　　（563）　一人の人物の肩に懸かっているのかもしれない
　　　but what will they trust in　　　　　　　　　　彼らが信じるものは
　　　　　　　　　　　　　　　信　　　now?　　　信　　　　今は何？
“Alla non della”, in the Verona statement（564）　「財産のはでなく財産に対する権利」と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　ムッソリーニはヴェローナ宣言で言った
　　　　but man is under Fortuna　　　　　　　　  だが人間は運命の女神のなすがままだ
　? that is a forced translation?　　　　　　　　  ？これは無理な翻訳か？


















　　　　　　　　In nature are signatures　　　　　　自然のうちに［神の］署名がなされている
　　needing no verbal tradition,　　　　　　　　ので言語の伝統は不必要なのだ




And old Jarge held there was a tradition,　老サンタヤーナは，伝統があると言った，
　that was not mere epistemology.　　　　　単なる認識論ではない伝統が。
Mohamedans will remain, —naturally—unconvertedイスラム教徒は─当然─改宗など
If you remove houris from Paradise　　 しないだろう，天国から天女がいなくなれば
　　　　as to hsin　　　 心　　　　　　心 シンにしたがって
In short the cosmos continues　（573）　　要するに，世界は続いていく
Mont Ségur, sacred to Helios,　　　　　　セグール山は，太陽神アポロにとって聖なる山
　and for what had been　　　　 　　　　そしてその為してきた事により聖なる山
......................................................... （中略）
But an economic idea will not (Mencken auctor) go into themだが，ある経済観念が（メンケ
　in less than a geological epoch.　　ンは作家だが）彼らの頭に入るには地質学的年代が必要だ。
“Nowt better than share (Mencius)　　　　「配当金より良いものはないし（孟子）
　nor worse than a fi xed charge.” （574）　　　固定金利より悪いものはない」
　　　Who leave the sun out of　　　　　　　　誰が太陽を追い出したのだ
　　　　　　　chih　　　　智　　　　　　　　　チ　　　智 から


































　４　「詩篇第 88 篇」および「詩篇第 89 篇」
　「詩篇第 88篇」は無から有を生み出す銀行を悪の根源として描き，これに対する闘い
が終わりのないものであることを再度語る（Bellum perenne:/ 1694: on what it creates out of 
nothing, 579）。1694年は無から莫大な利潤を生み出す目的で英国銀行が設立された年であ
る。こうした悪に対する永遠の闘いを描く一方で，「私は永遠に歌う」（Cano perenne, 581）
や「私は『大学』を信じる」（I believe the Dai Gaku, 581）などの信念を描き，「玉座」へも
言及する。「玉座」は新プラトン主義者スコトス・エリゲナのヴィジョンと関係づけられて，
以下のように描かれる。
　　a “throne”, something God can sit on　「玉座」は，神のすわるところ
　　　　　without having it sqush;　　　　　　つぶすことなく。









　こうした人物に比べると『11の新しい詩篇』（Eleven New Cantos XXXI-XLI, 1934）中
の「詩篇第 37篇」はマーティン・ヴァン・ビューレンの功績を讃える「ヴァン・ビュー
レン詩篇」と呼べるものだが，その 8代大統領マーティン・ヴァン・ビューレンも，こ




言葉が引用されると（603頁），残存資料のあまりないアントニヌス帝（And of Antoninus 





















“From the colour the nature　　　　　　★1「色から自然が
　　　　 & by the nature the sign!”　　　　 　そして自然によって署名が！」
Beatifi c spirits welding together　　　　　至福の精神は互いに結び合う
　　　as in one ash-tree in Ygdrasail.　　イグドラシルの中でトネリコの樹になるように
　　　　　Baucis, Philemon.　　　　　　　　信心深いボーキスとその夫フィレモン
Castalia is the name of that fount in the hill’s fold, ●1カスタリアは丘に抱かれた泉の名
　　　　　the sea below,　　　　　　　　　　　　海は下にあり
　　　　　　　　　　　narrow beach.　　　　　　　　　　浜辺はせまい。
Templum aedifi cans, not yet marble,　　〈設計 1〉神殿を建てるとはいえ，まだ大理石ではない
　　　　　　　 “Amphion!”　　　　　　　　　　　　「アンフィオンよ！」
And from the San Ku 三　　　　　★2　そしてサンクから 三
狐 孤
　　　to the room in Poitiers where one can stand　ポワチエにある部屋へ，そこでは影を
　　　　　　casting no shadow,　　　　　　　　　　全く落とさずに立つことができる
That is Sagetrieb, それが語り伝える欲求
　　　　　　　that is the tradition. 　　　　　　　　それが伝統。
Builders had kept the proportion, 建設者はその比率を守った
　　　　　did Jacques de Molay 　　　　　テムプル騎士団のジャック・ド・
　　　　　　　know these porportions?　　　　　　　モレイは比率を知っていたか？
and was Erigena ours? エリゲナはわれらの仲間か？
　　　　　Moon’s barge over milk-blue water（605） ◎1  月の舟が乳青色の水の上を渡る
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Kuthera δεινά　　　　　　　　　   ★3  恐ろしいアフロディーテ
Kuthera sempiterna 永遠なるアフロディーテ
　　　　　　　　Ubi amor, ibi oculus. 　　　★4  愛のあるところには眼がある。
Vae qui cogitatis inutile. 目的もなく考える者に災いあれ。
　　quam in nobis similitudine divinae 　　　★5  善き意図の物は神の似姿をわれらの
　　　　　　　　  　reperetur imago.　　　　　　　　中に見せてくれる。
“Mother Earth in thy lap” 「母なる大地よ，あなたの膝に」
　　　　　　　　　　said Randolph　　　　　　　　　　とランドルフは言った
　　　　　 η’γάπησεν πολύ　　　　　　　　　　〈設計 2〉　彼女はたいそう愛した
liberavit masnatos. 彼は奴隷を自由にしてやった。
Castalia like the moonlight　　　　  ◎2  聖なる泉カスタリアは月光のよう
　　　　　and the waves rise and fall, 　　　　　波は高まっては崩れ
Evita, beer-halls, semina motuum, エヴィータ，ビアホール，動きの種子
　　　　　to parched grass, now is rain　　　　　◎3  干乾びた草に，いま雨が
not arrogant from habit, 習慣から傲慢になっているのではなく
　but furious from perception, 　　感受性があるから怒っているのだ
　　　　　　　　　　　　  Sibylla, 　　　　　　　　　　巫女シビュラよ
from under the rubble heap 瓦礫の山の下から
　　　　　　　　　　　m’elevasti 　　  ◎4  貴女は私を救い出してくれた
from the dulled edge beyond pain, たまらなく痛い，なまくらな刃から，
　　　　　　　　　　　　m’elevasti 　　　　貴女は私を救い出してくれた
out of Erebus, the deep-lying 暗黒のエレブスから，深い
　from the wind under the earth, 　　地下世界の風から，
　　　　　　　　　　　m’elevasti 　　　　貴女は私を救い出してくれた
from the dulled air and the dust, 鈍い大気と埃から，
　　　　　　　　　　　m’elevasti 　　　　貴女は私を救い出してくれた
by the great fl ight, すばらしい飛行によって，
　　　　　　   　m’elevasti, 　　　　貴女は私を救い出してくれた
　　　　　　　　　　　  　Isis Kuanon　　　　  　　　　イシス女神よ観音よ
　　　from the cusp of the moon, 　　新月の先端から
　　　　　　　　　　　　  m’elevasti　（606）　　　貴女は私を救い出してくれた
the viper stirs in the dust,　　　　　◎5  蝮が埃の中を這いずり回る
　　　　　　　　　　the blue serpent 　　　　　　　　　　青い蛇が
glides from the rock pool 岩の水溜りから這い出る
　　And they take lights now down to the water　そして一同が明かりを水際まで運ぶと
the lamps fl oat from the rowers 舟の漕ぎ手は海に灯りを浮かべる
　　the sea’s claw drawing them outward.　  海の爪が灯りを沖へ運んでいく
“De fondo” said Juan Ramon, 「深き淵より」とホアン・ヒメネスが言った
　　　like a mermaid, upward, 　　　人魚のように，上へ
but the light perpendicular, upward だが垂直の光は，上へ
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and to Castalia, そしてカスタリアの聖泉へ向かって，
　　　　　　  water jets from the rock 　　　　　　水が岩からほとばしる
and in the fl at pool as Arethusa’s　　 ●2  水の精アレスーサを想わせる平らな水溜りには
　　　　　　  a hush in papyri. 　　　　　　パピルスの静けさがある。
Grove has its altar 森には祭壇があり
　　　under elms, in that temple, in silence　楡の木々の下にある神殿は静寂に満ち
a lone nymph by the pool. 水溜りのそばにたった一人で水の精がいる。
　　　Wei and Han rushing together　　   ◎6  ウェイ川とハン川は共に烈しく流れる
two rivers together 二つの川が共に流れる
　　　bright fi sh and fl otsam 　　輝く魚と漂う荷
torn bough in the fl ood 奔流にもまれて枝は折れ
　　　　　and the waters clear with the fl owing　　　  　流れる水は澄みわたる
Out of the heaviness where no mind moves at all精神が全く働かなくなる重圧から　「精神を
　　　　　“birds for the mind” said Richardus,　　   知るには鳥」とリカルダスは言った
“beasts as to body, for know-how” 「肉体を知るには獣，動き方が分かっているから」
Gaio! Gaio! 陽気に！　陽気に！
　　　　　To Zeus with the six seraphs before him　　ゼウスの前には六人の天使
The architect from the painter, 画家から建築家がいる
　　　　　the stone under elm　　　　　◎7  楡の木の下にある石が
Taking form now, いま形をとって
　　　　　the rilievi, 　　　　レリーフになる
　　　the curled stone at the marge　（607）　　縁を渦巻き模様にした石になる
Faunus, sirens, 動物相ファウヌス，海の妖精サイレン，
　　　　the stone taking form in the air 　　　石は大気から形をとる
　　　　ac ferae,　　　　　　　　　　　◎8  そ
ア ク ・ フ ェ ラ ェ
して野獣は，
　　　　　　　  cervi,   　　　　　　　鹿
ケルウィ
は，
　　　　　　　　　　the great cats approaching.　　　　　  大きな猫が近づいてくる。
Pardus, leopardi, Bagheera 豹とジャガーと黒豹が
　　　　drawn hither from woodland, 　　　　森からこちらへやってくる
woodland ε’πι` χθονί 地
エピ・クソーニ
上の森から
　　　　　the trees rise 　　　　　木々は起き上がり
　　　and there is a wide sward between them　　二人の間には幅の広い剣がある
οι‛  χθόνιοι myrrh and olibanum on the altar stone地下の霊たちはミルラと乳香を石の祭壇に
giving perfume, 供える，芳しくするためだ
　　　　　　　and where was nothing 　　　　　　　　そして何もなかった所が
now is furry assemblage 今や獣の集まる所となり
　　　　　and in the boughs now are voices　●3木の枝は今や鳥の歌声に満ちている
grey wing, black wing, black wing shot with crimsonグレイの翼，黒い翼，緋色が走った黒い翼
and the umbrella pines それに傘の役割をする杉の木立ち
　　　　　　　　  　as in Palatine, 　　　　　　　　　　　　パラティンのようだ
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as in pineta.　χελιδών, χελιδών 杉
ピ ネ タ
の木立にいるようだ　燕よ，燕よ
For the procession of Corpus　　　   ◎9  御
コ ー パ ス
身体の行進のために
　　　　　　　come now banners 　　　　　　旗がやってくる
comes fl ute tone フルートの音が聞こえてくる
　　　　　　　 οι‛  χθόνιοι 　　　　　　地下の霊たち
to new forest, 新しい森へ，
　　　　thick smoke, purple, rising 　　濃い煙が，赤々と，立ち昇り
bright fl ame now on the altar 明るい炎がいま祭壇に燃え
　　　　　the crystal funnel of air 　　　大気でできた水晶の煙突が
out of Erebus, the delivered, 暗闇のエレブスから，救い出したのだ
　　　　Tyro, Alcmene, free now, ascending　  テューローもアルクメーネも，今や
e i cavalieri, 自由に昇って行く，馬
エ ・ イ ・ カ ヴ ァ リ エ リ
に乗った者たちも
　　　　　　ascending, 　　　　　　　  昇って行く，








































































　第三の◎「干乾びた草に，いま雨が」は，T. S. エリオットの『荒地』（The Waste Land, 






















































































































that the body of light come forth 光の身体がやってくる
　　　　　　　from the body of fi re 　　　　火の身体から
And that your eyes come to the surface そしてあなたの眼が表面に出てくる
　　　　from the deep wherein they were sunken, 　　沈んでいた深みから
Reina—for 300 years, アフロディーテ女王よ─ 300年にわたって
　　　　and now sunken 　　今は沈んでいる
That your eyes come forth from their caves あなたの眼は洞窟から出てくる
　　　 & light then（610） 　　そして輝く
　　　　　　　　　from brown leaf and twig 　　　　　褐色の葉と枝から
The GREAT CRYSTAL 大きな水晶が
　　　　　　　　　　doubling the pine, and to cloud.　　　　 杉の二倍の高さとなり，雲に届く。
　　　　　　pensar die lieis m’es ripaus 　　彼女のことを思うと心休まり
Miss Tudor moved them with galleons チューダー朝の処女王エリザベスは深い眼で
from deep eye, versus armada ガレオン船を動かし，アルマダ艦隊と戦った
from the green deep 緑の深みから
　　　　　　　　  he saw it, 　　　　　彼はそれを見た
in the green deep of an eye: 深い緑の眼の中に見た




Light compenetrans of the spirits 熾烈な精神の光だった
The Princess Ra-Set has climbed 王女ラーとセトは乗った
　　　　　to the great knees of stone, 　　　　大きな石の膝に
She enters protection, エリザベス女王は神々に守られたのだ
　　　　　the great cloud is about her, 　　　　大いなる雲が彼女を包み
She has entered the protection of crystal 女王は水晶に守られる
　　　　  　　　　　　　　convien  che  si  mova 　　　　　　　　心が愛によって
　　　　  　　　　　　　　la mente, amando 　　　　　　　　動くのは正しい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XXVI, 34　　　　　　　　「天国篇」26歌，34
Light & the fl owing crystal 光と流れる水晶
　　　never gin in cut glass had such clarity 　　カットグラスもこれほど透き通っていない
That Drake saw the splendour and wreckage ドレイクはその透き通った中に
　　　　　in that clarity 　　輝きと破滅を見た
Gods moving in crystal 神々は水晶の中を動く
　　　　　　　　　　ichor, amor 　　　　　　　　神
イ コ ー ル
の血，愛
Secretary of Nature, J. Heydon. 自然の秘書ジョン・ヘイドン
　　　　Here Apollonius, Heydon 　　　ここにアポロニウスとヘイドンがいる
　　　　hither Ocellus 　　　オケルスもやってくる
　　　　　　　　　“to this khan”　（611） 　　　　　　　　　「この汗
カーン
の宿に」
The golden sun boat 黄金の太陽の舟は
　　　　　　　　by oar, not by sail 　　　　　　オールで漕ぐ。帆では走らない
Love moving the stars παρα` βώμιον 星々を動かす愛　祭壇のそばで
by the altar slope 祭壇の斜面のそばで
　　　　　　　 “Tamuz!　Tamuz!” 　　　　　　　「タムツよ！　タムツよ！」
They set lights now in the sea 彼らが海に灯りを放つと
　and the sea’s claw gathers them outward. 海の爪は灯りを沖へ運んでいく
The peasant wives hide cocoons now 農夫の妻は繭を
　　　　　　　　　　　　　　under their aprons 　　　エプロンの下に隠す
　　　　　　　　　　　　　　　　for Tamuz 　　　　　タムツに捧げるためだ
That the sun’s silk 太陽の絹糸が
　　　　　　　　hsien　　　 顯 　　　tensile　　　 シエン 顯 伸びゆき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　be clear　　　　　　　　　顕かなためだ
‛Ελέναυς That Drake saw the armada ドレイクが見たのはエリザベスとアルマダ艦隊
　　　　　　& sea caves 　　　　　　それに深海の洞窟
Ra-Set over crystal ラーとセトは水晶の上を
　　　　　　　　　　 　　moving 　　　　　　　　　　　　　飛ぶ
in the Queen’s eye the refl ection クレオパトラ女王の眼に映っていたのは
& sea-wrack— 海での破滅─




　　　　　He asked not 　　　　　　聞かなかったし
nor wavered, seeing, nor had fear of the wood-queen, Artemis迷いもしなかった，分かっていた，森
　　　　　　　　　　that is Diana　　  の女王アルテミス，すなわちダイアナを恐れもしなかった
nor had killed save by the hunting rite, 殺したのは狩りの儀式のためだった
　　　　　　　　　　　　　　　　sanctus. 　　　　　　　　　　　　神々しい振舞。
Thus sang it: こう歌ったものだ。
　　　Laefdi Diana, leove Diana　（612） 　　貴いダイアナ，愛しいダイアナ
　　　Heye Diana, help me to neode 　　いと高きダイアナ，困った時には救いを
Witte me thurh crafte 技によって教えたまえ
　　　whuder ich maei lidhan 　　どこへ行けば
　　　to wonsom londe. 　　快活に暮らせるか。
　　　　　　　　　　Rome th’ilke tyme was noght　　　 当時ローマには人が住んでいなかった
So that he spread a deer-hide near the altar, そしてブルータスは祭壇のそばで鹿皮を広げ
Now Lear in Janus’ temple is laid リア王は冥府の王ジェイナスの神殿に横たわる


















































































Le Paradis n’est pas artifi ciel 天国は実在し，われわれのまわりにある
　　　　　　　　　　　　but is jagged,   が調子外れだ
For a fl ash, 一瞬の煌めきの間は，
　　　　　for an hour. 　　　　　　　　一時間だけはもつ。
Then agony, 後は苦しみ，
　　　　　then an hour, 　　　　　一時間後には，
　　　　　　　　　　　then agony, 　　　　　　　　　　　やはり苦しみ







LOVE, gone as lightning, 愛は稲妻のように去って行った
　　　enduring 5000 years. 　　　が 5000年はもつもの。
Shall the comet cease moving 彗星の動きを止められようか
　　　or the great stars be tied in one place! 　　　大きな星をひとところに繋いでおけようか
　　“Consonantium demonstratrix” 　　「ハーモニーの提示」
　　　　　　　　　　　　　　　ε’΄φατ’  Beda 　　　　　　　　　と聖ベーダは言った。
Deus est anima mundi, 神はこの世の魂である
　　　animal optimum 　　神は最上で
　　　　　　　  et sempiternum.（643） 　　　　　　不滅である。
................................................................................ 　　　　　　（中略）
　　“My bikini is worth yr/ raft”. Said Leucothae  「私のビキニはあなたの筏に負けないわ」と
And if I see her not レウコテーが言った。彼女の姿が見えないなら
No sight is worth the beauty of my thought. （645）どんな光景も私が思う美には敵わない
...................................................................... 　　　　　　（中略）
That the wave crashed, whirling the raft, then 波はぶつかり，筏をぐるぐる回し，そして
─　　─114
平　野　順　雄
Tearing the oar from his hand, 彼の手からオールを奪い
　　　　　　　　　　　　broke mast and yard-arm　　　　　　　マストも桁端も壊した

































and the wave concealed her, 波がレウコテーを隠した
─　　─115
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らば太陽よ，秋が暮れようとしている」（Good-bye to the sun, Autumn is dying, 663）といっ
た美しいフレーズや書法の大切さを語るパセッジに続いて行く過程で，次のような大きい
神話的認識も示される。
　　　　　all under the Moon is under Fortuna月の下にあるものはすべて運命の女神のしもべ










　　　　& from the nature the sign,　　　　　　　　　　　　自然からは署名が
as the small lions beside San Marco. Out of ling   靈  サンマルコ寺院の脇の小さなライオンたち
the benevolence　　　　　　　　　　　　　　　　　靈　から慈愛が生まれる
　　Kuanon, by the golden rail,（675）　　　　　　　　　   観音は黄金の手すりのそばに
既に出ていた詩句と同じ意味の「月の下にあるものはすべて運命の女神のしもべ」（All 
neath the moon, under Fortuna, 676）が，次頁で繰り返される。そして経済原則を超えるも
のとして，神殿の神聖さが以下のように讃えられるのだ。
　　　　The temple　 　is holy,　　　　　　神殿は 神聖である
　　　　　　　　because it is not for sale.（676）　　　　売り物ではないがゆえに。
「月の上には秩序がある，／おそらく月の下にも」（above the Moon there is order,/ beneath 
the Moon, forsitan, 677）は運命の女神を超える秩序の存在を示唆し，「大地は運命の女神の




























Till the blue grass turn yellow ●青草が黄色に変わり
　　　　and the yellow leaves fl oat in air（694） 　　黄色い葉が大気の中を漂うときまで
Sage men have plans, 賢明な者はプランをたてる
simplicity a thousand generations, no man can change.単純さが千世代続き，誰も変えられない。
The Sage Emperor’s heart is our heart, 賢明な帝の心はわれらが心
His government is our government 帝の政府はわれらが政府
　　　　　　　　　　　　　　yao2 high, hsiao3 dawn　ヤオ　高さ，シアオ　夜明け
The Venerated Emperor 尊い帝は
　　　　　　　　　　　watched things grow with affection,　　作物の生育を慈愛の眼で見，
His thought was not dry on a shelf 棚の上で思いが干乾びる事はない
Not exhaustible, on sale in a (kuei4) shop. 尽きる事がないのだ，店の売り物は
That job was the swan’s fl ight (hung2 yeh4–5)  （695）    ●その仕事は白鳥のひと飛び
Laws must be for the general good, 法は万民にとって善き物でなくてはならぬ
─　　─117
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　　　　　　　　for the people’s uprightness 　　　　　民の正しさのために
　　　　　　　　their moral uprightness. 　　　　　道徳の正しさがいる。
........................................................................... 　　　　　（中略）
The business of relatives is fi liality, 親族の務めは子として親を敬うこと
　　　　a gentleman’s job is his sincerity. 　　　　紳士の務めは誠意
Build pen yeh 「本業」に精を出すこと
　　　　　　the family profession 　　　　　　　　　家業に励むこと
It will bring luck out of the air 空から幸運が降ってくるだろう
If you mind your own business they (the phonies) 仕事に精魂をかたむければ。偽物たちは
　　　　　　will fade out before they have to be druv.　　　　追い立てる前に消えて行く
Wang: that man’s phallic heart is from heaven 王─天から舞い降りる陽根的精神が
　　　　　　a clear spring of rightness,（697） 　　　　　正しさの源
From of old the sovereign likes plowing 古より帝は耕作を好み
& the Empress tends trees with reverence; 皇后は敬意を以って木の世話をする
　　　　Not shrink from the heat of labour 　　　　熱い仕事をいとわない
　　　　　　　　　　　　　　兆　　an omen　　　　　　兆　　きざし

































不　　But the lot of ’em, Yeats, Possum, Old Wyndham不 だが詩人の多くは，イェイツも
　　　　　had no ground to stand on　　　　　　　　エリオットもウィンダムも足場がない




　　　　　OIOS  TELESAI  ERGON…EROS  TE（728）　仕事ヲ済マセテ愛シ合オウ
The cat talks μάω　　　　　　　　　　　　猫はマオーと鳴く
　　　　　　　　 (mao) with a greek infl ection.　　　　（マオー）とギリシャ語の音調で




































１　Na Khi talk made out of wind noise　　ナーキの話は風の音でなされる
................................................................... （中略）
２　Ling　　靈　　　　by ling only:　　 リン　　靈　　感受性によってのみ
　　　　　　　　　　　　　semina.（738）　　　　　　　　　種子は花開く
３　and there is　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松の鋭い葉が燃える時ほどの





　　　“What part ob yu iz deh poEM??”（741）　　　　　　　「お前のどの辺が詩なんだ？？」
５
That fi ne old word (Stink Saunders’ word) “an Independence” 素敵な言葉だ（スティンク・
サンダースの言葉だが）「独立」は
本 本　　　　　　　　　　　　　　　　　　pen yeh 　　ペン　イェー
　　　　　　　　　　　　　　　 業　　　（744） 業




６　Where deer’s feet make dust in shadow　　 日影で鹿の足が埃を立てるところは
　　　　at wood’s edge.　　　　　　　　　　　　　森のはずれ。
　　　　curet cogitare perennia　　　　　 　　　　　彼が好むものは永遠のもの












So slow is the rose to open. とてもゆっくりバラは開く
A match fl ares in the eyes’ hearth, 君の瞳の暖炉でマッチが燃え上がり
　　　　　　　　then darkness　（752） 　　　　　　　それから暗闇
Yao and Shun ruled by jade 尭と舜は翡翠によって統治した
　　that the goddess turn crystal within her　　女神は身体の中から水晶に変わる
This is grain rite これが穀物の儀式
　　　　Luigi in the hill path 　　　　　ルイジは丘の道にいる
　　　　　　　　　this is grain rite 　　　　　　　　これが穀物の儀式
near Enna, at Nyssa: ニッサのエンナ近く─
　　　　　　　　　Circe, Persephone（753）　　　　　　　キルケーよ，ペルセフォネーよ
Under wildwood 野生の森で
　　　　　　　Help me to neede 　　　　困ったら助けてくれ
By Circeo, the stone eyes looking seaward キルケオ近くでは石の眼が海の方を見ている
　　　　Nor could you enter her eyes by probing.　　探って見ても君は彼女の眼には入れない
　　　　　　The temple shook with Apollo　　　　　 　神殿はアポロのせいで揺れた
As with leopards by mount’s edge, 山の端に豹がいるように，
　　　　light blazed behind her; 　　彼女の背後で光が燃え上がった
　　　　　　trees open, their minds stand before them　　木々が開いて，木の心が前に出た
As in Carrara is whiteness: 純白の大理石の出るカラーラのようだ。
　　　　Xoroi. At Sulmona are lion heads. 　　踊り娘たち。サルモナにはライオンの頭。
　　　　　　Gold light, in veined phylotaxis. 　　　　黄金の光が筋の入った葉序に。
By hundred blue-gray over their rock-pool, 何百もの蝶ブルーグレイが岩の泉に
　　　　Or the king-wings in migration 　　あるいは蝶のキングウィングが移動中で
　　　　　　And in thy mind beauty, O Artemis　　　　 貴女の心には美が，おおアルテミスよ
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Over asphodel, over broom-plant,　　　　天国に咲くアスフォデルの上を，プランテーンの上を
　　　　　faun’s ear a-level that blossom. 　　ファウヌスの耳は花の高さに
　　　　　　　Yao and Shun ruled by jade.（754）　　　尭と舜は翡翠で統治した。
以下，「突出する大いなる円錐状の光」や「眼」，神聖な「火」の主題が出てくるが，最終
的には，人間の知性に神の本質が宿っているため，神が人間の眼を通して見るという事態

















Wing like feldspar 長石のような羽根
　　　　　　　 and the foot-grip fi rm to hold balance 　　　足はしっかりバランスを保ち
Green yellow the sunlight, more rapid, 緑がかった黄色い陽光はさらに速い
Azaleas by snow slope. （773） 雪の斜面にアザレアが。
　　　　　　　　　　　　This wing, colour of feldsparこの羽根は長石の色
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　phyllotaxis 　　　　　　葉序
Over wicket gate くぐり門の向こう
　　　　　INO Ινώ Kadmeia 　　　　　カドモスの娘，イーノー
Erigena, Anselm, エリゲナ，アンセルム
　　　　　　　the fi ght thru Herbert and Rémusat 理神論のハーバートから哲学的歴史の
Helios, 太陽よ　　　レミュザットに至る闘い
　　　Καλλĭαστρα‛´ γαλος  Ino Kadmeia, 　　踝の美しいカドモスの娘イーノー
San Domenico, Santa Sabina, サン・ドメニコ，サンタ・サビーナ




Le chapeau melon de St Pierre 聖ペテロ教会のメロン色の帽子




















　　　　 what do I love and　　　　　　　　　　おれは何を愛し
　　　　　　　where are you?　　　　　　　　　　　　お前はどこにいるのだ？
That I lost my center 世の中と戦ううちに
　　　　　　fi ghting the world. 　　　おれは中心を失ってしまった。
The dreams clash 夢はぶつかりあい
　　　　　　and are shattered— 　　　砕け散っている─
and that I tried to make a paradiso おれは地上に天国を作ろうと
　　　　　　　　　　　  　　terrestre.（822）　　努力しただけなのだが。
２
I have tried to write Paradise　　　　 おれは天国を書こうとした
Do not move　　　　　　　　　　　　動くな
　 Let the wind speak　　　　　　　　　風に語らせよ
　　　　　that is paradise.　　　　　　　　　それが天国。




Let those I love try to forgive　　　　おれの愛する人々がおれを























































＊　本稿は，2003年 6月 28日札幌大学において開催された「日本現代英米詩学会第 16回大会」
で「Ezra Pound: “The Pisan Cantos”をめぐって」という題のもとに行なった研究発表の原稿を
基にしている。
注
　テキストは Ezra Pound, The Cantos of Ezra Pound (London: Faber and Faber, 1975)を用いたが，『草
稿と断片』については Ezra Pound, The Cantos of Ezra Pound (New York: New Directions, 1998)を
用いた。また『神曲』の日本語訳は平川祐弘訳・ダンテ『神曲』（河出書房新社，1992）を用
いた。事項に関しては，特に断らない場合でも Carroll F. Terrell, Companion to the Cantos of Ezra 
Pound Volume I and II (Berkeley and Los Angeles, California: California University Press, 1980, 1984)お
よび John Hamilton Edwards and William W. Vasse, Annotated Index to the Cantos of Ezra Pound: Cantos 
I-LXXXIV (Berkeley, Los Angeles: University of California Press, 1957)に依拠している。
 1 ）平野順雄「ピサのパウンド─『ピサ詩篇』試論─」『椙山女学園大学研究論集』第 33号
人文科学篇（2002年 3月発行）40–44頁参照。
 2 ）『ピサ詩篇』を含む後期「詩篇」を論じた代表的研究には，James J. Wilhelm, The Later 
Cantos of Ezra Pound (New York: Walker and Company, 1977) お よ び Ronald Bush, “Late Cantos 
LXXII-CXVII” in Ira B. Nadel ed., The Cambridge Companion to Ezra Pound (Cambridge: Cambridge 
University Press, 1999)があるが，両者とも『ピサ詩篇』の課題に答えるものとして『鑿岩機詩篇』
や『玉座詩篇』を見ているとは言い難い。
 3 ）Carroll F. Terrell, A Companion to the Cantos of Ezra Pound Volume II (Berkeley and Los Angeles, 
California: California University Press, 1984).
 4 ）平野順雄「ピサのパウンド─『ピサ詩篇』試論─」30頁参照。















意文字だ」と言う。Hugh Kenner, The Poetry of Ezra Pound (Lincoln and London: University of 
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